（様式１）

予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：消防指導費　　　
	事業名　消防学校施設安全管理対策事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　危機管理部　消防学校　管理調整係　電話番号：0586-89-3226　　　　　　　　　　　　E-mail：c21201@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　39,010千円（前年度予算額：5,110千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	5,110
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,110

	要求額
	39,010
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	39,010

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　消防学校は利用開始から４０年が経過した。訓練を安全に実施し、学校施設の機能を使い続けていくには、定期的な補修が求められる。ライフサイクルに基づいた計画的な補修を行う。今回は、訓練者の安全確保に影響する施設・設備について維持保全を行う。
（２）事業内容

　　・総合訓練施設の外壁補修：22,130千円
　　　　（総合訓練棟・補助塔・燃焼実験室の外壁補修）
　　・屋内訓練場床補修：　　　 4,882千円
　　　　（床面補修及び塗装）
　　・非常用放送設備更新：　　 6,319千円
・さくら寮網戸更新、事務棟大教室網戸・落下防止柵設置： 5,679千円
（３）県負担・補助率の考え方

　　　　消防組織法に基づき、県負担で整備
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	工事請負費
	39,010
	

	合計
	39,010
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成25年度に行った総合訓練施設・建物の安全調査結果を踏まえて、平成26年度以降、計画的な修繕工事を実施する。
非常用放送設備については、保守対応期限が到来しているので、計画的に更新する。

屋内訓練場の床面の劣化が進んでいるので、その補修及び塗装を行うとともに、さくら寮の網戸も経年劣化や損傷で開閉難が生じているので、その取替修繕を行う。

また、事務棟大教室には、元々、網戸及び落下防止柵が備わっていないので、これらを設置して、学校教育に支障がないよう安全確保を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	施設・設備物品にはそれぞれに耐用年数があることから、その保全のためには計画的な保守・更新・維持管理が不可欠である。
教育訓練や学校（寮）生活に支障を与えないことが重要であって、達成率で示すことができない。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　　総合訓練施設の屋外鋼構造物補修工事（工事請負費：4,562千円）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　総合訓練施設の屋外鋼構造物補修工事で、鉄部の錆止め塗装と腐食の進行した箇所の取替修繕を行い、鋼構造物の保全を図った。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	消防学校の教育訓練における安全管理は第一の課題であり、安全で快適な学校生活が送れること、また、教育訓練が滞ることはあってはならない。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
△
	　補修が先行している状態である。耐用年数に応じ定期的な維持改修までは行われていない。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○
	　ゆきとどいた施設改修を行える財源がない中で、第一に安全性に配慮して優先順位を選定している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　施設・設備の老巧化、教育訓練の高度化に対応できる教育訓練場の確保と維持


（次年度の方向性）
	工事を複数年度に行い、一時的に費用が増大しないように調整する。

教育訓練や寮生活に支障を及ぼす施設・設備の維持管理については、優先度を高く計画的に行う。


